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2017年02月03日 インドの2017年度予算案  
2017年01月17日 アジア・オセアニアの株式市場（2017年1月） 

（No.2,678） 
〈マーケットレポートNo.5,253〉 

2017年2月8日 

ASEAN主要4カ国の製造業PMI 

株式市場の上昇を期待 

■1月の東南アジア諸国連合（ASEAN）製造業

PMI（購買担当者景気指数）は50.0と、前月の

49.4から改善し、景気判断の節目となる50を4カ

月ぶりに回復しました。 

 国別ではフィリピンやベトナムが比較的高水準を維

持したほか、インドネシアが4カ月ぶりに50を回復し

ました。タイはプミポン前国王の死去に伴う混乱が

収まり、2カ月連続で50を上回りました。 

ASEANのPMIが50回復 
4カ月ぶりの50回復 

■インドの製造業PMIは、12月に49.6と、1年ぶりに

50を割り込みましたが、1月は50.4と、50を回復し

ました。モディ政権による高額紙幣の廃止と新札へ

の交換に伴う混乱により、生産や雇用が低迷したこ

とで、12月はPMIが急落しましたが、早くも持ち直し

の動きが見られました。 

■高額紙幣廃止に伴うインド経済の混乱は徐々に収

まり、年度末の3月には収束に向かうと思われます。 

インドのPMIも50回復 
高額紙幣廃止の影響が弱まる 

持ち直したASEANとインドの製造業PMI 

ASEANやインドの株式市場の上昇を期待 

■1月の製造業PMIは、中華圏の「春節」休暇の影響から悪化しやすい傾向があるにもかかわらず、多くのアジ

ア地域で堅調な動きとなりました。アジア地域の製造業は回復基調と考えられます。マレーシアの製造業PMI

は依然50を下回っていますが、今後の財政拡大が期待できるため、持ち直す方向と見られます。 

 アジア株式市場は、今年に入り、中国経済の安定やアジアからの資金流出懸念の後退を背景に上昇しまし

た。相対的に経済が好調なASEANやインドの株式市場は、今後も堅調な推移が期待されます。 

（注）データは2014年2月～2017年1月、製造業PMI。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
  

ASEANとインドの製造業PMI 

（注）データは2016年1月～2017年1月、製造業PMI。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
  

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news170117as.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news170203as.html

